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120 年ぶりのリニューアル
生まれ変わった寄居駅南口から町の活性化へ

　埼玉県北部に位置する寄居町。町の中心市街地は、江戸時代から交通の要衝として栄えた歴史を持ち、市

街地の南、町の中心部を流れる荒川沿いは、その風光明媚な景観から多くの文化人に愛され、発展してきま

した。

　時代と共に、都市の空洞化が進む中、寄居町も例外ではなく、市街地の人口は減り続け、かつて、町の中心

地として賑わった商店街も、空き店舗や空き家が目立つなど、次第に元気を失っていきました。

　寄居町では、平成29年度に『寄居町中心市街地活性化基本計画 』を策定し、平成30年3月に全国の町村で

は、初めて国の認定を受けました。平成30年度から令和４年度までの５か年にわたり、寄居駅南口の66.6

ヘクタールの区域を対象に、賑わいを取り戻すため、さまざまな事業を集中的に進めてきました。

　この間、ハード事業では、半世紀にもわたる懸案事業であった、寄居駅へのアクセス道路である都市計画

道路中央通り線を拡幅し、一方通行の解消及び電線の地中化を実施しました。さらには、寄居駅南口駅前広

場、駅前拠点を整備し、寄居駅南口は、寄居駅開業以来120年ぶりのリニューアルとなり、新たに生まれ変

わりました。

平成 28 年 5 月 株式会社まちづくり寄居設立
平成 30 年 3 月 「寄居町中心市街地活性化基本計画」内閣総理大臣認定
平成 30 年度 事業着手
平成 31 年度／令和元年度 事業用地買収着手
令和 2  年度 寄居駅南口駅前広場、都市計画道路中央通り線着手
令和 3 年度 寄居駅南口駅前広場完成、寄居駅南口駅前拠点施設、賑わい創出交流広場着手
令和 4 年度 都市計画道路中央通り線、寄居駅南口駅前拠点施設、賑わい創出交流広場完成
令和 5 年 4 月 寄居駅南口駅前拠点供用開始

寄居駅南口駅前拠点施設 「Yotteco」 ～町の魅力発信と回遊促進～

 『寄居町中心市街地活性化基本計画』における、ハード事業の核として完成した「寄居駅南口駅前拠点施設」。

建物を囲むスロープと屋上の展望デッキなど、斬新なデザインが目を引きます。「Yotteco」（ヨッテコ ）と

名付けられたこの施設は、町の観光、賑わい創出の拠点となり、新たな町の顔として、来訪者を出迎えます。

Yottecoには、観光案内、移住定住相談、喫茶コーナー、物販コーナー、多目的スペース、待合スペースなど

を設置しました。町の魅力を発信・PRする場として、まちなかへの人の流れを創り出します。また、地域の

憩いの場所として、日常的に利用していただくことはもちろん、さまざまなイベントなどに活用していただ

けます。ぜひ、気軽に立ち寄り、お気に入りの楽しみ方を見つけてください。 

賑わい創出の拠点
新たな「町の顔」として
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寄居駅南口駅前広場には、ラウンドアバウト（環状交差点 ）

を整備し、令和３年７月に開通しました。ラウンドアバウト

の中心には、時計塔を設置し、鉢形城のかがり火を連想させ

る、寄居町のシンボルのひとつとなりました。

中央通り線の裏路地、通称「雀小路 」。寄居駅南口から本通

り線までの路地を整備しました。歴史情緒のあるまちなみ

の景観と調和する石畳風の舗装に仕上げ、どこか懐かしく、

趣を感じられる散策道に生まれ変わりました。駅から正喜

橋へと続く道として賑わっていた当時の風情が残る、まち

なか散策の入口とも言える小路です。

1901年（明治34年 ）に開業した寄居駅。秩父方面と都市

部の中継地として栄えた駅周辺は、多くの人が行き交い、さ

まざまな産業を支えてきました。現在でも、鉄道が３線乗り

入れる交通の要衝として、通勤、通学をはじめ、生活に欠か

せない役割を担っています。寄居駅南口周辺の整備ととも

に、南口の外装工事が完了し、リニューアルした町の玄関口

として来訪者を迎えます。

寄居駅　 ～町の玄関口として～

片側一方通行の寄居駅南口へのアクセス道を整備し、２車

線の相互通行が可能になり、寄居駅南口と鉢形城跡が一直

線に結ばれました。幅約16mの道路には、ゆとりのある歩

道を設置し、また、官民連携による街路樹の維持管理を予定

しており、駅利用者の利便性とともに、景観の面からも市街

地の回遊性を向上させます。

駅前拠点の南側に整備した広場「YORIBA」（ヨリバ ）。この

広場は、パラソル付テーブルベンチなどを設置した、人が憩

い、交流し、賑わいを生み出す広場になります。また、イベ

ントの開催やお祭りでの活用だけではなく、地域の防災機

能を担うなど、さまざまなシーンでの活躍が期待されます。 

RE:BIRTH YORII

寄居駅南口駅前広場
～駅利用者の利便性向上～

賑わい創出交流広場 「YORIBA」
～立ち寄りたくなる憩いの広場～

路地を生かした散策ルート 「 雀
すずめ

小
こ う じ

路」
～風情を感じる散策道～

ハード整備から見る「まちびらき」
 ～中心市街地の懸案解消と賑わい創出～

都市計画道路　中央通り線　
～寄居駅南口への大動脈～
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本通り線の始まり、商店街への入口に面する名勝玉淀
の内玄関として、昭和９年に開業し、休止、廃止期間
を経て昭和 26 年９月に再開業しました。当時はモダ
ンな駅舎に注目が集まりました。

令和元年に改装され、現在の駅舎になりました。シッ
クなデザインの駅舎は、昭和から継承されています。
玉淀遊歩道などの整備によって、名勝玉淀の魅力がよ
り身近になりました。

令和
４年

 昭和
20年代

約 120 年の歴史がある寄居駅。鉄道が３線乗り入れ
る寄居駅は当時から交通の要衝として、地域に欠かせ
ない役割を担っていました。

駅前広場や中央通り線などの整備により、駅前の景観
は大きく変わりました。南口は、外装工事により、変
わりゆく南口駅前のまちなみに調和するデザインに生
まれ変わりました。

通り沿いに金融機関や商店が軒を連ね、人通りが多く、
賑わっていたことが伺えます。半面、歩道がないこと
や一方通行であったことから、安全性と駅へのアクセ
スに課題がありました。

約半世紀の懸案であった整備が完了しました。整備に
より、対面通行が可能な車道と安全な歩道になりまし
た。正喜橋通りまで一直線に見通せるようになり、駅
南口へのアクセスが向上しました。

多くのヒト・モノが行き交う、全国でも指折りの商
店街と言われていました。通りに面した間口が狭く、
奥行のある「うなぎの寝床」のような土地割にたく
さんの商店が立ち並びました。

昭和 40 年代と比較すると、店舗数は減少したものの、
現在も魅力的な店舗が残っています。当時の昭和モ
ダンが、現在では昭和レトロとして感じられる商店
街となっています。

令和
４年

令和
４年

令和
４年

 昭和
20年代

 昭和
40年代

 昭和
40年代

寄居タイムスリップ
～写真で見る市街地の変化～

玉 淀 駅

寄 居 駅中 央 通 り 線  

商 店 街  

RE:BIRTH YORII
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昭和 30 年代の異常渇水の際には、自衛隊の
給水車が出動しました。写真は、本通り線です。

昭和 20 年代の寄居駅南口駅前を秋祭りの山
車が巡行する様子です。景観は大きく変わり
ましたが、祭りの賑わいは変わりません。

旧正喜橋は、大正９年に架けられました。当
時は「関東一の吊り橋」と言われ、昭和 32
年に新正喜橋が完成するまで、地域の生活に
重要な役割を果たしていました。

昭和 34 年には、天皇・皇后両陛下を迎えて、金尾・
鉢形地区で植樹祭が開催されました。写真は、本
通り線にて、両陛下を乗せた車を多くの人が迎え
る様子です。

寄居駅南口の景色が大きく変わりました。中央通
り線の整備により、一方通行の道路が対面通行可
能な幅約 16m の道路に生まれ変わり、寄居駅南
口へのアクセスとともに、回遊性が向上しました。

平成６年に完成した寄居町役場の現庁舎。平
成初期には、庁舎をはじめ、体育館や図書館
の整備など、時代の変化に応じた町民のニー
ズに対応するため、公共サービスの組織、体
制の強化が図られました。

寄居駅南口は、駅前拠点をはじめ、中央通り線、
ラウンドアバウトなどの整備が完了し、新た
な「町の顔」として生まれ変わりました。

川の国埼玉はつらつプロジェクトにより、荒
川沿いの玉淀河原や雀宮公園周辺の整備が完
了しました。住民の散歩コースとして、また、
中心市街地への来訪者が立ち寄るスポットと
して賑わいを生み出しています。

寄居町を振り返る寄居町を振り返る
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を
遂
げ
る
中
、
当
時
の
寄
居
町
の
人
口
は
、

２
万
７
千
人
ほ
ど
で
し
た
が
、
昭
和
40
年
代
か
ら

徐
々
に
増
加
し
、
昭
和
59
年
に
は
、
約
15
％
増
と
な

る
、
約
３
万
１
千
人
に
の
ぼ
り
、
な
お
も
増
加
を
続

け
ま
し
た
。
当
時
の
町
に
は
、
市
街
地
と
農
村
部
を

ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
る
か
、
と
い
っ
た
課
題
が
あ

り
ま
し
た
。
荒
川
に
よ
り
分
断
さ
れ
る
地
区
の
利
便

性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
、
昭
和
32
年
に
は
、
新
正
喜

橋
、
昭
和
55
年
に
は
、
玉
淀
大
橋
が
完
成
し
た
こ
と

で
、
荒
川
の
北
側
と
南
側
の
地
区
間
で
の
経
済
的
・

地
域
的
な
結
び
つ
き
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、

交
通
網
の
発
達
に
よ
り
、
商
店
街
か
ら
郊
外
へ
と
商

圏
が
変
化
し
、
大
き
く
拡
大
を
続
け
て
い
た
商
店
街

は
、
転
換
期
を
迎
え
ま
し
た
。
町
の
公
共
施
設
と
し

て
は
、
イ
ン
フ
ラ
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
の
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
整
備
が
進
め
ら
れ
、
生
活
の
利
便
性
が

向
上
し
ま
し
た
。

昭
和
か
ら
続
く
イ
ン
フ
ラ
や
公
共
施
設
の
整
備
が
進

み
、都
市
基
盤
が
強
化
さ
れ
、人
口
が
増
加
し
、ピ
ー

ク
時
に
は
３
万
８
千
人
を
超
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、

徐
々
に
減
少
し
、
令
和
５
年
１
月
現
在
で
は
、
約

３
万
２
千
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

産
業
面
に
お
い
て
は
、
平
成
25
年
に
ホ
ン
ダ
寄
居
工

場
が
本
格
稼
働
し
、
令
和
４
年
に
は
工
場
の
集
約
化

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
に
全
国
の
町
と
し
て

初
め
て
、『
寄
居
町
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
』

が
国
か
ら
の
認
定
を
受
け
、事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

５
か
年
の
当
計
画
は
、
令
和
４
年
度
に
最
終
年
度
を

迎
え
、
計
画
の
核
と
な
る
、
駅
前
拠
点
施
設
「
Ｙ
ｏ

ｔ
ｔ
ｅ
ｃ
ｏ
」（
ヨ
ッ
テ
コ
）
や
賑
わ
い
創
出
交
流

広
場
「
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
」（
ヨ
リ
バ
）
が
令
和
５
年

春
に
供
用
開
始
と
な
り
、
町
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。

昭
和
30
年

新
寄
居
町
誕
生
（
寄
居
町
・
折
原
村
・
鉢
形
村
・
男
衾
村
・

用
土
村
が
合
併
）

昭
和
31
年

第
一
回
合
併
記
念
駅
伝
実
施

昭
和
32
年

新
正
喜
橋
開
通

昭
和
34
年

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
迎
え
て
御
植
樹
祭
・
御
播
種

城
南
中
学
校
開
校

昭
和
35
年

異
常
渇
水
の
た
め
自
衛
隊
給
水
車
出
動

昭
和
37
年

埼
玉
県
立
寄
居
高
等
学
校
開
校

昭
和
39
年

玉
淀
ダ
ム
完
成

昭
和
40
年

商
工
会
館
完
成

昭
和
41
年

寄
居
町
営
体
育
館
完
成

昭
和
42
年

第
22
回
国
民
体
育
大
会
（
埼
玉
国
体
）開
催

昭
和
45
年

桜
沢
小
学
校
新
校
舎
完
成

昭
和
46
年

正
喜
橋
に
歩
道
を
設
置

国
道
１
４
０
号
寄
居
バ
イ
パ
ス
一
部
開
通

昭
和
48
年

寄
居
警
察
署
新
庁
舎
完
成

第
一
回
産
業
祭
開
催

昭
和
50
年

寄
居
小
学
校
新
校
舎
完
成

昭
和
55
年

国
道
１
４
０
号
・
２
５
４
号
玉
淀
バ
イ
パ
ス
・
玉
淀
大
橋

開
通

昭
和
56
年

中
央
公
民
館
完
成

昭
和
57
年

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
か
わ
せ
み
荘
」完
成

昭
和
58
年

寄
居
橋
上
駅
舎
完
成

「
玉
淀
と
水
天
宮
祭
」が
『
ふ
る
さ
と
埼
玉
百
選
』に
選
定

昭
和
60
年

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

昭
和
60
年

新
寄
居
橋
開
通

年

主
な
出
来
事

平
成
元
年
天
沼
大
橋
開
通

新
寄
居
中
学
校
開
校

桜
沢
駅
開
業

町
政
施
行
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
施

平
成
２
年
総
合
体
育
館
・
ア
タ
ゴ
記
念
館
完
成

平
成
３
年
日
本
の
里
「
風
布
館
」
開
館

平
成
６
年
寄
居
町
役
場
新
庁
舎
完
成

　

城
南
中
学
校
完
成

平
成
９
年
埼
玉
県
立
川
の
博
物
館
開
館

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ユ
ウ
ネ
ス
」
完
成

平
成
11
年
新
寄
居
町
立
図
書
館
開
館

平
成
16
年
鉢
形
城
歴
史
館
開
館

平
成
17
年
国
道
１
４
０
号
寄
居
皆
野
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通

平
成
18
年
新
寄
居
保
育
所
完
成

平
成
21
年
寄
居
城
北
高
校
開
校

平
成
22
年
新
男
衾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
完
成

平
成
24
年
用
土
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
完
成

平
成
25
年
農
産
物
加
工
施
設
「
里
の
駅　

ア
グ
リ
ン
館
」
完
成

ホ
ン
ダ
寄
居
工
場
完
成

皇
太
子
殿
下
を
迎
え
て
全
国
育
樹
祭
お
手
入
れ
行
事
開
催

平
成
27
年
東
武
東
上
線
鉢
形
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

平
成
30
年
「
寄
居
町
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
が
内
閣
総
理
大

臣
認
定
を
受
け
、
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
に
着
手

令
和
元
年
花
園
消
防
署
寄
居
分
署
完
成

令
和
２
年
新
男
衾
保
育
所
完
成

東
武
東
上
線
み
な
み
寄
居
駅
完
成

令
和
３
年
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
女
子
金
メ
ダ
リ
ス
ト

新
井
千
鶴
選
手
の
ゴ
ー
ル
ド
ポ
ス
ト
設
置

令
和
４
年
都
市
計
画
道
路
中
央
通
り
線
車
道
部
開
通

令
和
５
年
寄
居
駅
南
口
駅
前
拠
点
完
成
、
都
市
計
画
道
路
中
央
通
り

線
歩
道
部
完
成
、「
寄
居
町
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」

満
了

昭和 ー Showa ー平成～令和 ー Heisei ～ Reiwa ー

年

主
な
出
来
事
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［人口（町全体・中心市街地）］

まちなかの台所であり、経済の中心となっていた「商店街」と、多くの人が憩い、親しまれてきた「玉淀河原」は、
中心市街地の暮らしに深く関わってきました。その景観や雰囲気は変化しましたが、町民に愛される場所であるこ
とは、今でも変わることはありません。

さまざまなデータから見る寄居町。時代の流れとともに、景観や雰囲気の変化を感じることがありますが、町の内
面とも言える部分を数値化し、可視化することで、今後のまちの展望や取組の方向性が見通せます。

昭和、平成と比較すると、店舗数は減少したものの、空き店舗を
活用した新規出店者が増えるなど、賑わい再生の兆しが見られま
す。今後、駅前拠点のオープンなど、町の変化により、商業、経
済の中心として生まれ変わると期待されます。

秩父と熊谷などを結ぶ交通の要衝として、通行量が多く、商店街
は活気に満ちていましたが、国道 140 号バイパスの開通に伴い、
通行量が減少したことにより、店舗の郊外化が進み、商店街の空
洞化が深刻になりました。

地域の憩いの場所として、また、北條まつりや玉淀水天宮祭の開
催地として、現在も変わらず地域に愛されています。遊歩道や雀
宮公園などの玉淀河原周辺の整備により、まちなかの散策がより
楽しめるようになりました。

昭和 10 年に県指定名勝となった玉淀河原。多くの文人が訪れるな
ど、風光明媚な景観が多くの人に愛されていました。昭和 32 年に
は、現在の正喜橋が完成し、荒川両岸の交通利便性が向上し、地
域間の交流が深まりました。

令和53025201510平成５63585348昭和43
2,000

3,000

4,000

5,000

6,000
中心市街地（人）

（年）
20,000

25,000

35,000

30,000

40,000

寄居町（人）

町全体 市街地
5,213

4,909
4,500

4,132
3,839

3,556
3,321

3,166 3,058
2,700

2,460 2,342

25,366 25,453
27,025 30,357

32,347

35,996

38,328 38,545
37,554

35,818
34,079

32,237

64.25㎢

2.88㎢
4.5％　

田

1.60㎢
2.5％　

原野

0.11㎢
0.2％　

池沼

5.05㎢
7.9％　

雑種地
11.90㎢
18.5％　

畑

18.63㎢
29.0％　

その他

15.64㎢
24.3％　

山林

8.44㎢
13.1％　

宅地

［ 地目別面積 ］

［ 転入・転出 社会増減 ］

（人）

965 924 872 900
734

583 546 454 434 349 277 270 264

343 362 275
244

216 159 148

394
309 244

278
314

321

346
215 197

252 270
207 211 184 158

82
66 57

109

356

295
285

413 566

485 521
476

440
329

256 268 255

571

383
318

615
865

835 857
740

610

506

442
413 393

3,020

2,456
2,268

2,889
3,157

2,767 2,828
2,529

2,240

1,843

1,505
1,352 1,283

323 306 232 176 166

408
336 350

313

388 330 352 431

（年）令和2平成2 7 12 17 22 27 460555045昭和40
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500 寄居小学校
桜沢小学校
用土小学校
折原小学校
鉢形小学校
男衾小学校

※グレーの数字は合計

（人）
出生率 死亡率 自然増減

100

200

300

400

500

-300

-200

-100

0

27 28 29 30 令和1（年）平成7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

354
316 332 309

297

306

285 265
221 242 237

256 230 248 218 234 224 197 211 199 194 215 206 178 160

269 283 288
308

301

288

318 323 315 308 332
350 369 345 351 357

416
382 377 379 405

421 429
468 443

85
33 44

1
-4
18

-33 -58
-94

-66
-95 -94

-139
-97
-133 -123

-192 -185 -166 -180 -211 -206 -233
-290 -283

（人）

682 669 667 657
525 477 423 354

160

396
434 367 375

312
285

206
145 158

417
448

436 435

365
332

262
221 223791

669 632 611

261

197
138 125

452

358

254 241

382

279

126
248

1,886

1,503

1,150 1,225

1,655
1,551

1,470 1,467

1,202
1,094

891
727 735

361

（年）令和2平成2 7 12 17 22 27 460555045昭和40

500

1,000

1,500

0

2,000
寄居中学校
用土中学校
城南中学校
男衾中学校

※平成2年、用土中学校が
　寄居中学校と統合

※グレーの数字は合計

1.0

1.5

2.0

25～2920～2415～1910～145～963～平成4昭和58～62 （年）

（%）

1.77

1.61
1.52 1.42

1.31
1.38

1.43

1.75 1.67

1.53

1.32

1.18
1.27

1.34

1.72

1.51

1.41

1.29 1.26
1.31

1.37

全国平均
埼玉県
寄居町

（人）
転入数 転出数 社会増減

500

1,000

1,500

2,000

-500

0

平成7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 令和1（年）

1,6311,6891,561
1,2961,398

1,2271,270

1,337

1,173 1,226 1,156 1,229 1,185
1,053 1,142

951
1,0531,095

1,218 1,124 1,086 1,118 1,119 1,149 1,176
1,4081,4201,353 1,2701,332

1,311 1,347

1,237

1,257 1,2911,3421,2951,2761,273 1,241 1,189
1,286 1,3231,236 1,320 1,198 1,2461,2571,2221,252

223 269 208
18 66

-84 -77

100

-84 -65
-186

-66 -91
-220

-99
-238 -233 -228

-18
-196 -112 -128 -138

-73 -76

  商店街　昭和20年代～40年代    商店街　令和４年  

  玉淀河原　昭和20年代～40年代    玉淀河原　平成30年～令和４年  

［ 出生・死亡 自然増減 ］

［ 生徒数 ］［ 児童数 ］

［ 合計特殊出生率 ］

暮らしの変化統計データ
～商店街と玉淀河原～～数字で見る寄居町～
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